■A 警告 I 


まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、まちびった使いかたをすると、火災 
や感電などにより人身事故になることびあり危険 
です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りく 
ださい。 


• 安をのためのま意事 I 頁を巧る 
• 巧障したら巧わずに、ソニーの相談 
窓口へ巧談する 
. 万一、異常が起さたら 


変な音やにおい、煙び出た場合は 



〇ビデオカメラの電源を切る 
〇ソニーの相談窓□へ相談する 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解してか5本文をお 
読みください。 


A 警告 

この表示のを意事項を守5ないと、火災■感 
電などにより死亡や大けびなど人身事故の原 
因となります。 

A 注意 

この表示のを意事項を守5ないと、感電やそ 
の他の事故によ0けびをした0周辺の家財に 
損害を与えたりすることびあります。 


ミち意を促ず記号 

行為を禁止する記号 


A\ 

0 



火が 感電 

禁止 

接軸禁止 

分解禁止 


A 馨を I A 下記のま意事頂を巧らないと、 

煙感電 煙•感電により巧亡や大けびの原因となりまず。 


点巧したまま放置しない 

放置したまわりの状況 
によっては火災の原因 
となることびあ0ま 
す。使用しないとさは 
必ずビデオカメラの電 
源スイッチを 「 OFF」 I 
してください。 


0 

禁止 



ビデオカメラに取 D 付けた 
ままケースに収納しない 

万一誤ってビデオカメラの電源スイッチ 
および本機のスイッチび roNj になる 
と、発煙、発火の原因となることがあ0 


0 

禁止 


ます。 


点な中と消'な直をのランプにさ 
わ5ない 

ランプ及びその周辺はが常に高温にな 
るのでやけどの恐れびあ0ます。ラン 
プの交換や収納は充分に;令えてか5 
行ってください 


接細禁止 


指定なかのランプはほ用しない 

火がの原因とな0ます。 


0 

禁止 


放熱孔をふさがない 

巧部の温度び上びり、火災や故障の原因 
となります。 


0 


紙やななどの燃えやすいちのを 
近付けない 

火災の原因とな0ます。 


0 


湿気やほこ D のさい場所ではほ 
わない 

感電や火巧の原因となることびあります。 


0 

禁止 


アルコールやベンジンなど揮発^ 
性、引火性の高い塞品を巧付けた 
0ライトの巧くに置いた日しない ^ 

発火、発煙の恐れびあ0ます。 


分解しない 

内部には電圧の高い部分びあ0、分解し 
た0すると感電の原因となります。 
内部の点検などはソニーの相談窓口にご 
相談ください。 


分猫禁止 


内部に巧付:をこぼしたり、燃え ^ 
やすいちのや金属類を落とさな、ソ 

ぃ 禁止 

そのまま巧用すると、火災や事故、故障 
の原因となりまず。 


A な白下記の注意事頃を寺5なし、と、 けび をしたり周辺の家財に 損害 
/!\/ェ思 I を与えた D することびあります。 


熟くなつたガラスにかなどをか 
けない 

破損し、けがをすることがあ0ます。 


0 


点な中のランプやフラッシュを 
直ち見ない 

強力な光は目をいためる恐れびあ0ま 
す。 


0 


取り扱い上のごを意 


点巧中のライトにショックをちえないでくださ 
い。ランプび切れたり寿命び短くなったりする 
ことがあ0ます。 

本機を持って、ビデオカメラを持ち上げないで 
<ださい。 

バッテ U —をビデオカラと共通に使巧してい 
ますので、ビデオライト使用時は、撮影時間び 
通常撮影時より短くなります。 

本機をご使巧の隙、"インフォ U チウム"バッテ 
U —と"インフォリチウム"対応のビデオカメ 
ラをご使用の場合、ビデオカラのバッテ1」一 
残量表示び正しく表示されないことびありま 
ず。 

ビデオカメラびホ□グラフィック AF 動作時にフ 
ラッシュびポップアップする機種の場含、ホロ 
グラフィック AF を OF 円こしてお使いください。 
動画の撮影中にはフラッシュは動作しません。 


お手入れのしかた 


時々、柔5かい巧でか5ぶさしてください。巧れ 
びひどいときは、中性洗剤溶液をかし含ませた布 
でふいてか5、をラー度か5ぶをしてくださし、。 
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕 
上げをいためますので使わないでください。 


主な仕様 


電源電圧 DC 7.2 V 

消費電力 3.5 W 

ランプ部 

ランプ DC 6 V /3 W 

最大光度 約100 cd 

照射ち向 水平 

照射角度 20度 

ランプ点む時連続録画時間（フラッシュ不使巧時) 


\ モード 

パ’ッテリー\ 

フアインダーで 

撮嚴時 

( DCR - TRV 50 
使用時） 

液晶画面で 
撮影時 

( DCR - TRV 50 
使用時） 

NP - FM 50 

約日己分 

約己日分 

NP - QM 70 

約115分 

約100分 

NP - QM 91 

約200分 

約180分 


(上記はそれぞれのバッテリーび充分に充電されている 
場合の、おおぶその時間を示しています。） 

撮影距離 1 m : 約1日0ルクス 


2 m :約25ルクス 
3 m :約12ルクス 
色温度平均 3,00 0 K 

ランプ寿命 約100時間 


フラッシュ部 

フラッシュ寿命 約1,日日0回 

ガイド N 0. 14相当（メモリーフオト時) 


その他 

が形寸法 約35 X 69 X 53 mm 

(最大突起部を除く）（幅/高さ觸巧き） 

質量 約70 g 

同捆物 ポーチ （1 個） 

印刷物一式 

別売アクセサリー 交換用八□ゲンランプ、 X 己- 3 D 


本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更する 
ことびありますび、ご了承ください。 


保証書とアフターヴービス 


保記書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、 
お買い上げの隙、お買い上げ店でお受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰よ01年間です。 

アフターサービスについて 

調子が悪いとをはまずチ I ックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでち具含の悪いとさは 

ソニーの相談窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
をます。詳しくは保証書をご覧ください。 

な話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場含は、ご要望 
により有料修理させていたださます。 

ご相談になるとをは次のことをお知!5せくださ 
い。 

• 型る： HVL - FDH 4 
• 故障のげ 態： できるだけ詳しく 
•購入年月曰 


SONY® 3-074-943-04(1) 

ビデオフラッシュライト 

取扱説明書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 


HVL-FDH4 

Sony Corporation © 2002 Printed in Japan 


-整化 I 電気製品は安全のためのミ主意事 

言口1 項を守5ないと、火災や人身事 
故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な 
を意事項と製品の取0扱いかたを示していま 
す。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品 
を安全にお使いください。お読みになったあと 
は、いつでも見5れるところに必ず保管して< 
ださい。 


ZA Intelligent 
1^ Accessory Shoe 

このマークの商品は、ソニー（株) 
のビデオ機器の"インテ U ジェン 
トアクセサリーシュ ー" システム 
に対応しています。このシステム 
を搭載したビデオ機器とアクセヴ 
U —を組み合わせることにより、 
目的に合わせた効果的な撮影び簡 
単に行えまず。 


主な特長 


•ビデオカ方ラに取り付けて使ラ、フラッシュと 
ライトの機能を兼ね備えた、1台2役のビデオフ 
ラッシュライトです。 

•インテ U ジェントアクセヴ U —シュー付きのビ 
デオカメラに対応しているため、電源はビデオ 
カメラ側か5供給できます。 

•ライト部は、ビデオカメラのスタンバイ/□ッ 
クに連動して電源の ON / OFF びでさます。ま 
た、暗くなると自動的に点巧する AUTO 機能を 
備えています。 

• フラッシュ部は、フォトモード機能付きビデオ 
力方ラのフォトモード撮影に対応しています。 
また、被写体との距離にをわせて光量を調節す 
るため、撮影した映儘び白く飛んでしまラのを 
防ぎます。 


よくあるお問い合わせ、辟みちまなどはホームページをごま巧ください。 

http :// www . sony . co . jp/support 


使い方巧談な口 


お巧相談な口 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話- PHS -- 部の IP 電話 

0466-31-251 1 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

0466 -31 -吕531 

※取扱説巧書’ Uf コン專の購入柏款は 
こち 5 へお問い合わせください。 


♦ 


上記番号へ接続を、最初のガイダンスび流れている間に 

r4ooj + r 甘 J 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぞします。 


「FAX 识ほ） 01 吕 0-333-389 

L ま付時巧巧〜金:江 00 〜 20:00 ±•曰•巧曰: 9:00 〜 17:00 

ソニー株式会社 〒 1 08-007 已東京都港区港南 1 -7-1 


http://www.sony.co.jp/ 

この説明書は、ち紙 70% じ ( 上の再生紙と、 
[ jR ム V 0 C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを使用していまず。 























































取り付ける 


ビデオフラッシュを巧ラ 


本機をビデオカメラに取り付ける際は、本機の電源スイッチび 「 OFF 」 の状態で行ってください。 


1 ビデオカメラのインテリジェントアクセサリー 
シューに、本機の裏面にある矢印の方向にあわ 
せてつさあたるまで差し込む。 


2 固定つまみをカチッと音びするまで 「 LOCK 」 側 
に回し固定させる。 


i 




取りはずずとを 

1 本機の電源スイッチを 「 OFF 」 にする。 

2 固定つまみを 「 RELEASE 」 側に回してゆるめる。 
3上か 6 f 甲しなび 6前に引き出してはずす。 


ごミち意 

•本機び差し込めないときは、固定ツマミを 「 RE に ASE 」 側に止まるまで回してください。固定□ックび 
解除されます。 

* 本機を逆に差し込まないよう、矢印の方向を確認してから取り付けてください。 

•ビデオライトは 27 Cr 回転します。お使いになる方向にあわせて回転させてくださし、。 


ランプを交換ずるには 


交換用ランプはソニー八□ゲンランプ、 X 目一 3 D 側売）をお使いください。 
点灯中に切れた場合はランプ本体び冷えてか5交換してください。 


1 本体び;令えたことを確認後、フ□ントカバーをはずす。 
® を矢印の方向に巧し、□ックツ方をはずす。 

⑥の矢印の方向に引っぱってはずす。 


① 



2 ランプび充分に冷えてか5ランプの根元をもって差 
し誓える。 

ランプの根元の差し込み口にまっすぐに抜き差しする。 


3 反射板の巧にランプび入るようにしてフ□ント 
カバーをまっすぐに取り付ける。 

のフ□ントカバーを®の部分に含わせる。 

⑤の部分を矢印の方向にツメび□ックするまで押す。 




ご注意 

•点巧中に切れたランプは、高温になっています。ランプび;令えてか5交換してください。 

•新しいランプは直接手で触れずに、乾いた巧などでくるんで取り付けてください。ランプの表面に指紋や 
巧れび付いたとさは、されいに拭を取ってください。 

•内部には電圧の高い部分びあり、分解した0すると感電の原因となります。 

•内部の点検などはソニーの相談窓□にご相談ください。 


彼写な:へのライトの当てかた 


• 室内撮影などに使巧すると、被写体をされいに写 
せます。 

• に角の画面撮影時には周辺の光量び不足します。 
その時は中央の被写体に効果的なスポットライト 
としてご使巧ください。 

•逆光の場合、ライトを併巧すると、被写体の大切 
なポイント（人物の顔など）び暗くな0ません。 
屋外撮影では、カメラを太陽に向けないよラにご 
ま意ください。室内照明が壁光灯の場合、画像に 
ち5つをびでることびあります。ビデオライトを 
併用すると色ムラび消え、比較的されいな画像に 
な0ます。 



フラッシュはフォトモード機能付をのビデオカメラで使えます。 

ここでは DCR - TRV 日0を例に説明しています。ビデオカメラの詳しい操作については、お手持ちのビデオ 
カメラの取扱説明書をご覧ください。 


1 ビデオカメラの電源スイッチを「カメラ」にする。 

メモ U —スティックに静止画をとる場をは電源 
スイッチを「メモリー」にしてください。 

2 本機の電源スイッチろを 「 ON 」 にする。 

本機び充電を始め、 READY ランプび点滅しま 
す。充電び完了すると、 READY ランプび点灯 
に変わります。 

3 ビデオカメラのフォトボタンを軽く押したまま画儘を確認する。フォトボタンは軽く押したままにして 
おく。 

フラッシュびフォトボタンに連動して発光します。画儘び静止画になり、メモ U — 表示び出ます。 
このとき記録はされません。 

画像を選びなおすときはフォトボタンを離します。フォトボタンを離すと、本機は再び充電を始めま 
す。 READY ランプびついてか5もラ1度フォトボタンを軽く押してください。 

フォトボタンを押すと、ビデオカメラび明るさを自動調節するために、画儘び暗くなったり、色び 
変わって見えることびあ0ます。 

4 ビデオカメラのフォトボタンを強く押し込む。 

フォトボタンを押し込んだとを、バーのスク□ール表示び終わると、記録び完了します。記録中は 
取り込んだ画儘びファインダーまたは液晶画面に出ています。 

フォトボタンを離すと、画儘の記録後、本機は自動的に充電を開始します。 

使い終わった S 

本機の電源スイッチを 「 OFF 」 にする。 

ごま意 

•ビデオフラッシュと被写体との距離は、暗い部屋で約1〜日 m び目安です。 

•撮影時、本機のセンサー部を指などでふさびないでください。被写体との 
距離びわか5なくな0、光量を調節でさなくな0ます。 

.本機はバッテ U —をビデオカメラと共通に使用しています。バッテリーの 
残量びかなくなると、充電時間び長くなります。 

•本機び充電されたあとでわ、次の場合には使用時に再充電されます。 

一本機の電源スイッチを 「 OFF 」 にしたあと 
-ビデオカ方ラのスタンバイスイッチを「□ック」や「スタンバイ」にしたあと 
•本機は赤目防止機能（人物の目びホくなることを防止する）を搭載していまずび、お手持ちのビデオカ^ 
ラの仕様によっては、この機能は働きません。 




ビデオライトを巧ラ 


暗い場所で自動的に点なさせるとき 

1 本機の電源スイッチを 「LIGHT AUTO 」 にする。 


2 ビデオカメラをスタンバイ状態にする。 

撮影時、暗い場所では自動的にライトび点灯します。 

撮影スタンバイ中は約日分たつと自動的に消えます。 

点灯中に消すとさは、ビデオカメラを「切」または「□ック」にします。 



ビデオカメラのスタンバイげ態と連動して点なさせるとき 


2 


本機の電源スイッチを 「LIGHT ON 」 にする。 



ビデオカメラをスタンバイ状態にする。 

連動してライトび点灯します。 

消すときは、ビデオカ方ラを r 切」または「□ック」にするか、本機の電源スイッチを 「 OF 円に 


します。 


使い終わった6 

本機の電源スイッチを 「 OFF 」 にする。 

ごま意 

•ビデオカメラのスタンバイ状態び長いとバッテリーの消耗び早まります。こまめにスタンバイ状態を「切」 
または「□ック」にしてください。 

•ご使用にな5ないとさは、付属のポーチに収納してください。 

•収納するとをは、本機び充分に冷めているのを確認してください。 
















































































